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５−４．第５坑道の床⾯湧⽔状況
５．既往資料収集整理・現地調査

第5坑道では常時、床⾯に流⽔（湧⽔）が確認されている。今回調査（令和3
年8⽉）でも床⾯湧⽔は確認されたが、湛⽔や⽔没状況は確認されなかった。

過去の第5坑道の状況①(平成23年10⽉) 過去の第5坑道の状況②(平成23年8⽉) 過去の第5坑道の状況(平成23年7⽉)

 調査時の第5坑道の状況①(令和3年8⽉) 調査時の第5坑道の状況②(令和3年8⽉)

過年度調査湛⽔なし

今年度調査湛⽔なし
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H26.10.11（台風8号）付近拡大グラフ
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迂回坑道 進⼊坑道

エンジニアリングトンネル

坑道崩落

坑道崩落

進⼊坑⼝・進⼊⽴坑
⽔位観測
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エンジニアリングトンネル水位 降水量 観測値H26.7.8 台風8号

梅雨の雨

H27.5.25梅雨前線

H26.10.11 台風19号

H27.7.10 台風11号

H27.8.24 台風15号
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５−５．エンジニアリングトンネルでの⽔位変動状況
５．既往資料収集整理・現地調査

過去3年間にわたり、エンジニアリングトンネル内の⽔位を観測した結果、⼤
⾬時には⽔位が2m以上上昇することが分かっている。⽔位上昇の際、⽔位は
数時間で急激に上昇し、その後3〜4⽇程かけて元の⾼さ付近まで低下した。

エンジニアリングトンネル内の⽔位変動状況(H25.6〜H28.3)

グラフ拡⼤

6〜7時間ほどで
2m以上⽔位上昇

⽔位ピークから
3〜4⽇程かけて
⽔位が低下

⽔⾯

⽔位観測
装置

エンジニアリングトンネル⽔没箇所
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５−６．第32軍司令部壕周辺の井⼾等の⽔源分布状況
５．既往資料収集整理・現地調査

現地調査を実施したところ、⾸⾥城及び第32軍司令部壕周辺では100箇所近く
の井⼾等の⽔源が分布しており、現在も井⼾や湧⽔等を⽤いた地下⽔利⽤が
盛んな地域であると伺えた。

第32軍司令部壕周辺の井⼾等の⽔源分布状況
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５−７．第32軍司令部壕周辺の⽔源井⼾
５．既往資料収集整理・現地調査

⾸⾥城及び第32軍司令部壕周辺では史跡として指定されている井⼾等も数多
く存在するが、これら以外にも、現在も⽇常⽣活で利⽤されている多数の⽔
源井⼾が分布していることが確認された。



壕全体地質断面図

壕内部の傾斜⽅向=壕内湧⽔が⾃然流下すると想定される⽅向

壕内部の傾斜⽅向=壕内湧⽔が⾃然流下すると想定される⽅向
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５−８．史実調査から推察される壕内部の⽔処理・⽔利⽤状況
５．既往資料収集整理・現地調査

第４坑道と第５坑道の分岐点は⽔脈にあたるのか、地下⽔
が滝のように天井から勢いよく流下している。（⼋原博道
「沖縄決戦⾼級参謀の⼿記」,読売新聞社,1972）

（5⽉下旬に）どこからともなく⾬⽔が洞窟内に流れ
込み、坑道は⼩川のようになってしまった。（具体
的にどの坑道なのかは不明）（⼋原博道「沖縄決戦
⾼級参謀の⼿記」,読売新聞社,1972）

第5坑道周辺には⽔処理・⽔利⽤に関する情報が多く⾒られる。第5坑道に濾過器が設置され、そ
の濾過⽔が飲⽤⽬的のみならず、洗⾯時の使⽤や⾷器洗浄⽔としての使⽤も義務付けられた
（「球軍会報」昭和20年4⽉30⽇）との記録があることに加えて、浴場や炊事場が存在していた
とされている。



６．まとめ
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６．まとめ

 UAVレーザー測量を実施することで、第32軍司令部壕を含む⾸⾥城
を中⼼とした約1km×1km範囲の詳細な地形情報（標⾼データ）を
取得することができた。

 坑道内レーザー測量を実施し三次元点群データを取得することで、
第2・第3坑道ならびに第5坑道の現時点で⼊坑可能な範囲の詳細な
配置状況及び内部形状を把握することができた。

 第2坑道では平成5・6年度に施⼯された迂回坑道の⼤部分で崩落が
⽣じており、当該区間は令和3年12⽉現在では⼊坑できない状態と
なっていることが確認された。

 なお、当該区間以外の第2・第3坑道ならびに第5坑道では⼊坑不可
能となるような⼤規模な崩落は⽣じておらず、⼊坑可能な状態で
あることを確認した。

壕の構造に係る基礎調査成果



６．まとめ
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 台⾵6号による⼤⾬後期間となる令和3年7⽉と8⽉に第2・第3坑道
及び第5坑道内部の現地調査と坑道内レーザー測量を実施したとこ
ろ、第2・第3坑道内部で湛⽔または⼀部⽔没が発⽣していること
が確認された。

 第2・第3坑道でみられた湛⽔または⼀部⽔没は⽐較的⻑期間にわ
たり継続するようであり、20⽇間経過しても⾃然解消されなかっ
たため、排⽔ポンプを仮設して壕外への排⽔を⾏った。

 第5坑道については常時、床⾯に流⽔（湧⽔）が確認されているが、
前述の⼤⾬後期間でも湛⽔や⽔没状況ならびにそれらの痕跡等は
確認されなかった。

 戦争当時の壕内部での⽔処理・⽔利⽤について資料調査を⾏った
ところ、壕内湧⽔が⾃然流下する流末に位置する第5坑道周辺では、
⽔処理・⽔利⽤に関する情報が⽐較的多くみられ、浴場や炊事場
等が存在していたことに加えて、濾過器が設置され、飲⽤⽬的の
みならず、洗⾯時の使⽤や⾷器洗浄⽔として使⽤されていたとの
記録があった。

壕内部の湛⽔または⼀部⽔没発⽣に係る基礎調査成果



巻末参考資料



第２坑道・第３坑道内部形状

第２坑道・第３坑道



第５坑道内部形状

第５坑道


